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講演内容

林業をめぐる最近の情勢

ICTを支える技術
• IoT、モバイルデバイスによる情報収集

• AIによるビッグデータ解析

• 見えるものと見えないもの

情報整備は誰のため？
• 農業、医療ICTとの比較
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林業をめぐる最近の情勢

平成28(2016)年5月に「森林・林業基本計画」を

5年ぶりに変更。

本格的な利用が可能な段階に入った森林資源を活用

し、山村等における就業機会の創出と所得水準の上

昇をもたらす産業へと転換すること、すなわち林

業・木材産業の成長産業化を早期に実現することが

重要な課題。
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• 住友林業は、2041年までに木造を主部材とした超高
層ビルを都内に建設する構想「W350」を発表。

• 高さ350m、地上70階建ての複合施設で、総工費は
約6000億円。

• 使用する木材と鋼材の体積比率は9：1で、木材の全使
用量は18万5000m3。

• 戸建て住宅の8000棟に相当。



労働人口の減少
就業機会の創出と所得水準の上昇

・人口減少と高齢化

・労働人口の大幅な減少

外国人労働者

75歳定年
ＡＩとロボット

・木材需要の減少？
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スマート林業

スマート農業

ロボット技術やICT等の先端技術を活用し、超省
力化や高品質生産等を可能にする新たな農業

（農林水産省：スマート農業の実現に向けた研究会）

スマート林業

G空間情報やICTを活用して「しごと」をつくり
「ひと」をつくる林業
（中村他：スマート林業に関わる先進事例調査とビジネスモデルの展望）
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ICTを支える技術

• IｏT（Internet of Things）

• クラウド

• AI（Artificial Intelligence）

• モバイル

• ロボット
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IoT

AI Mobile
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AIによるビッグデータ解析

• リモートセンシング（画像解析）関連はすべて、
AIが行うようになる

• 林業で使用されている理論式はすべて置き換え
られる
• 材積推定、収支予測、成長予測

• 生産（伐採）計画の最適化はかなり進んでいる

• 必要な情報は何？
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IoT、モバイルデバイスによる情報収集

• レーザーによる森林資源把握がブームに
• 材積把握

• 林道開設

• 防災関連

• 現場作業員には必要ない？
• 安全管理

• 伐採木や境界の見える化

• 情報収集
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見えるものと見えないもの

• 所有界等の境界問題をいかにクリアするか

• 林地台帳制度の取り組みに温度差

• 所有者不明土地問題
• 「所有者不明土地問題研究会」

• 九州の面積を超える？

• 抜本的な解決にむけて

• 森林バンクに組み込めるのか？
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情報整備は誰のため？



農林水産省：農業分野におけるICT等の先進技術の活用の推進



総務省：「医療・介護・健康×ICT」の推進について



林業ICTに望むもの

• 森林は誰のもの？
• 森林情報を広く共有

• 林業に最も必要なのは労働力
• 現場で必要な情報を分かりやすく表示

• 生産性向上をいかに実現するか

• 現場での作業負担をいかに軽減するか

• SCMに対応できるレベルでの情報整備



ご清聴ありがとうございました
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